
ARクラウドを活用したEdutechシステム

設備や安全面の観点から学校では実施することができない実験を設備が整っている施設で実施する。
深度カメラとRGBカメラにより撮影された大容量点群データを超低遅延でリアルタイム転送可能な5Gを用
いることで教室と遠隔地をARとして結ぶ。
図のように学習者は遠隔地から送られる点群データをタブレットを用いARとしてあらゆる方向から観察
する。また，遠隔地側ではHoloLensを用いARとして学習者とのやりとりを行う。
この新しい教育法を用いて，従来，学校現場では成し得なかった先端的な実験や危険な実習を，あた
かもその場で行なっているかのように感じ取ることができるため，新たな学習コンテンツを生み出すことが
可能となる。
以上のシステムに関して，群馬大学と企業が連携し開発を行い，群馬大学附属校を中心とした実証試
験を実施する。

ある地点から全方位を見渡した映像の共有は，360度カメラを用いたVRシステムを利用することで実現
可能であるが，全方位からある地点を見渡す手法は確立されていない。教育においては，実験観察や実
習観察など，対象物を全方位から見わたせることが重要となることが多い。そのため，深度カメラを用いて
撮影した動的な対象物の点群データをリアルタイム共有することで，全方位からの観察ができるシステム
を構築できることが本提案の斬新性である。学校現場に配備されるタブレットを用い，今後普及が見込ま
れるARCore(Google)やARKit(Apple)を活用したARのリアルタイム配信を教育に導入する。

群馬県では，人口減少に伴う教育機関の統合に際し，教育機関では授業を遠隔地で受講するため
のオンライン化の整備が必須となってきている。その際，講義形式である黒板板書やパワーポイント資
料などの2次元映像のリアルタイム共有は従来の動画配信で実施できるが，実験や実習を含む授業の
遠隔地共有は難しい。実験や実習において重要なことは黒板板書の共有(2次元情報の共有)ではなく，
実験装置などの3次元対象物の共有が必要であるためである。今後，こうした授業を行うために，教員
が学校間を移動し指導を行うことが検討されているが，教員のリソースが少ないため教育が十分に行き
届かなくなる可能性もありうる。3次元ARコンテンツを導入することで，オンライン教育で扱うことのできる
教育コンテンツを劇的に増やせることが期待される。

教室では実施できない実習や実験を遠隔地で実施し，
深度カメラとRGBカメラで撮影した動的な点群データの
リアルタイム通信を行う。大容量である点群データを超
低遅延で配信できる5G通信が必要となる。
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